


要約:出生時に 30mg/dl 以上の高 1gM 血症が認められ,出生体重が 2000g 未満かつ在胎週数

が 35 週未満の低出生体重児について,慢性肺疾患(chronic　lung　discase:CLD)発症に関

する出生前後の因子の解析を行った.出生時に高1gM血症を呈した児のCLD発症率は36.4%

であり,出生体重が低いほど発症率が高かった。IgM 値は CLD 群と non-CLD 群で差はなか

ったが,出生時白血球数,好中球数は CLD 群,特に hazy 群において有意に高値を示した.Ⅲ'

型 CLD はⅢ型と同様に出生時にすでに IgM の高値が認められ,子宮内での炎症反応が示唆

されているにもかかわらず,典型的な泡沫状陰影を呈さずに不透亮像を示し,酸素投与期間,

人工換気期間,退院時日齢はⅢ型よりも有意に短縮していた.また高 1gM 血症に加えて胎盤

所見を認めた例では,CLD の発症が胎盤所見のない例よりも有意に高く,特にⅢ型が多く認

められ,胎盤所見の重要性が示された.


